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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　溶湯と接触する対溶湯面と内部に熱媒体が流れる流路の一部を区画する主流路面を有す
る凹部とを持つ本体部と、
　前記流路の少なくとも他の一部を区画する副流路面を持ち前記本体部の前記凹部に固定
される少なくとも一個の固定部と、を有し、
　前記本体部および前記固定部の少なくとも一方は前記流路に開口する熱媒体の導入孔及
び導出孔を持ち、
　前記主流路面は所定間隔を隔てて前記対溶湯面の少なくとも一部に沿ったものであり、
　前記主流路面と前記副流路面との間には前記対溶湯面に作用する溶湯の圧力を前記固定
部に伝える柱状又は突壁状の補強部をもつことを特徴とする調温型。
【請求項２】
　前記補強部は前記本体部及び前記固定部の少なくとも一方向に一体的に形成されている
請求項１記載の調温型。
【請求項３】
　前記突壁状の補強部は熱媒体のガイド壁として機能する請求項１または２に記載の調温
型。
【請求項４】
　前記主流路面は前記流路に沿って延びる溝または突条をもつ請求項１～３のいずれかに
記載の調温型。
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【請求項５】
　前記対溶湯面はキャビティの一部を区画する型面である請求項１～４の何れかに記載の
調温型。
【請求項６】
　前記対溶湯面は分流通路の一部を区画する分流区画面である請求項１～５の何れかに記
載の調温型。
【請求項７】
　前記対溶湯面はチルベント通路の一部を区画するチルベント区画面である請求項１に記
載の調温型。
【請求項８】
　前記チルベント通路は、前記本体部と相手部材とが組み合わされて形成され、該チルベ
ント通路の形状は通路方向に波形に延び、その厚さが０．７ｍｍ以上３ｍｍ以下である請
求項７に記載の調温型。
【請求項９】
　前記チルベント通路の波形の振幅は１０ｍｍ以上３０ｍｍ以下である請求項８に記載の
調温型。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、鋳造、ダイキャストあるいは射出成形等に使用され型温度が調温される調温
型に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より鋳造、ダイキャストあるいは射出成形等では、金型の溶湯と接触する型面（対
溶湯面）、分流子やチルベントの溶湯と接触する面（対溶湯面）を冷却するための方法が
提案されている。
【０００３】
　例えば、金型の型面を冷却するために、型面の背後より金型に冷却穴を形成しこの冷却
穴に冷却水を流し型面を冷却する冷却金型が知られている。例えば、特許文献１には、金
型の背後に設けた冷却穴内に冷却水を往路と復路とに仕切る板を挿入し冷却水が冷却穴を
折り返すように流れる冷却金型が開示されている。特許文献２には、金型の冷却穴内にパ
イプを挿入し、このパイプより冷却水を供給し、このパイプの外周面と冷却穴の内周面で
区画される空間を通して冷却水を排水する冷却金型が開示されている。特許文献３には、
同軸の内パイプと外パイプをもつ冷却水供給・排水管を装着し、内パイプより冷却水を冷
却穴に供給し、外パイプと内パイプの間の空間より冷却水を排水する冷却金型が開示され
ている。
【０００４】
　また、チルベント内に侵入した未凝固溶湯を効率よく冷却するために、特許文献４には
溶湯に接触する面の裏側に冷却パイプを蛇行状に配置するチルベントが開示されている。
【特許文献１】特開平９－３０８９５５号公報
【特許文献２】特公平５－６１０２６号公報
【特許文献３】特開２００４－２０２５６６号公報
【特許文献４】特開平１０－２４９５０８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従来の冷却金型は金型の背後から型面に向けて冷却穴を形成し、この冷却穴に冷却水を
供給して金型を冷却するものである。また、広い型面を冷却する必要のある場合には金型
の背後に間隔を隔てて多くの冷却穴を設けそれぞれの冷却穴に冷却水を供給・排水するパ
イプを設けていた。これら従来の冷却金型では、金型の背後から形成された冷却穴の底の
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部分が冷却水で冷却され、冷えた金型の部分が放射方向に伝達され型面をスポット的に冷
却するものであった。多数の冷却穴を設けた場合には型面が多数のスポット的な多数の冷
却面を持つものであった。型面がスポット的に冷却されるために広い型面をより均一に冷
却することが困難であった。多くの冷却穴を持つ金型でも、広い型面を均一に冷却するの
は困難であった。
【０００６】
　また、従来のチルベントの対溶湯面は溶湯の進行方向に凹凸が波形に形成されており、
未凝固溶湯を冷却するための冷却パイプは、凹凸形状の凹側か凸側のどちらかのみを冷却
するため、冷却効率が良いものではない。未凝固溶湯が通過する対溶湯面の凹部と凸部と
の差が大きい方が溶湯を冷却する面積を広くとることができるが、冷却パイプから遠ざか
る対溶湯面部分があり、全体として未凝固溶湯を冷却する効率が低下することとなる。
【０００７】
　本発明は、より広い対溶湯面をより均一に冷却あるいは加温できる調温型を提供するこ
とを目的とする。さらには、本発明は対溶湯面に応じて冷却あるいは加温効果が異なる調
温型を提供することを目的とする。さらには、煩雑にならないシンプルな熱媒体供給排水
手段を持つ調温型を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するための本発明の調温型は、溶湯と接触する対溶湯面と内部に熱媒体
が流れる流路の一部を区画する主流路面を有する凹部とを持つ本体部と、
　前記流路の少なくとも他の一部を区画する副流路面を持ち前記本体部の前記凹部に固定
される少なくとも一個の固定部と、を有し、
　前記本体部および前記固定部の少なくとも一方は前記流路に開口する熱媒体の導入孔及
び導出孔を持ち、
　前記主流路面は所定間隔を隔てて前記対溶湯面の少なくとも一部に沿ったものであり、
　前記主流路面と前記副流路面との間には前記対溶湯面に作用する溶湯の圧力を前記固定
部に伝える柱状又は突壁状の補強部をもつことを特徴とする。本発明の調温型では、目的
とする広い主流路面を有する。この広い主流路面に熱媒体が接触するために対溶湯面をよ
り確実に調温できる。
【０００９】
　上記課題を解決するための本発明の調温型は、対溶湯面がキャビティの一部を区画する
型面、分流通路の一部を区画する分流区画面あるいはチルベント通路の一部を区画するチ
ルベント区画面とすることができる。
【００１０】
　上記課題を解決するための本発明の調温型は、冷却型でも加温型でも良い。熱媒体の持
つ温度により所定の型温をもつ型とすることができる。また型は金型でも、セラミックス
型でも他の構造材料で形成されたものでも良い。多くの場合金型として使用されるが金型
に限られるものではない。また、本発明の調温型は型全体である必要もなく、型の一部を
構成する部分型でも良い。例えば、キャビティを形成する一対の型の一方の型のみでも、
一方の型のさらに一部であっても良い。なお溶湯として説明しているが溶湯は溶けた金属
の溶湯に限らず、ゾル状の樹脂組成物、加熱により可塑化された合成樹脂も含む。熱媒体
としては冷却水、加温された温水、冷却あるいは加温された無機、有機の液体及び気体を
含む。
【００１１】
　上記課題を解決するための本発明の調温型は、本体部と固定部とで構成され、本体部は
溶湯と接する対溶湯面と内部に熱媒体が流れる流路の一部を区画する主流路面を有する凹
部とを持ち、固定部は流路の一部を区画する副流路面をもち前記凹部に固定されているも
のである。ここで流路とは熱媒体が流れる通路を意味し、通路を区画する面の一部に対溶
湯面と背向する主流路面を持つ。主流路面は所定間隔を隔てて対溶湯面の少なくとも一部
に沿ったものである。当然に対溶湯面と主流路面とは所定厚さの型部分が介在することに
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なり、主流路面と接する熱媒体の温度はこの所定厚さの型部分を介して対溶湯面に伝達さ
れる。主流路面と対溶湯面の型部分の厚さは熱媒体の熱（冷熱も含む）が対溶湯面に伝達
される抵抗となる。したがって、この型部分の厚さが薄いほど調温の効果が高く、厚くな
るにしたがって、調温の効果は低くなる。当然に必要とする対溶湯面部分の調熱の程度に
応じて主流路面あるいはその一部とこれと背向する対溶湯面あるいはその一部との厚さを
厚くしたり、薄くしたりすることができる。
【００１２】
　上記課題を解決するための本発明の調温型の本体部および固定部の少なくとも一方は流
路に開口する熱媒体の導入孔及び導出孔を持つものとする。導入孔及び導出孔は１個でも
複数個でも良い。また、導入孔及び導出孔は最も調温効果の高い位置に設けることができ
る。導入孔及び導出孔は熱媒体を送るパイプあるいはホースに容易に着脱できるものであ
るのが好ましい。
【００１３】
　上記課題を解決するための本発明の調温型の主流路面と副流路面との間には対溶湯面に
作用する溶湯の圧力を固定部に伝える補強部をもつものとする。調温効果を高めるために
主流路面と対溶湯面との間の型部分の厚さを薄くすることがある。薄くすると対溶湯面に
作用する溶湯の圧力により対溶湯面が変形することも考えられる。補強部はこの変形を阻
止するために設けられるものである。この補強部は、本体部又は固定部に一体的に形成し
ても、本体部および固定部と別部材として形成し、本体部と固定部の間に固定しても良い
。この補強部は柱状又は突壁状である。また、１個でも複数個設けても良い。さらに補強
部を突壁状とし、熱媒体のガイド壁として機能するものとすることもできる。
【００１４】
　上記課題を解決するための本発明の調温型の主流路面は流路に沿って延びる溝または突
条をもつものとすることもできる。これら溝及び突条は熱媒体のガイドとなるもので、熱
媒体のスムースな流れを形成し、熱媒体の淀み等を防止する。
【００１５】
　上記課題を解決するための本発明の調温型は、型を製造する方法をそのまま採用できる
。本体部に形成される主流路面は対溶湯面を形成する方法で形成できる。主流路面は当然
に対溶湯面ほどの精度を必要としない。固定部も型を製造する方法で製造できる。固定部
の副流路面も対溶湯面を形成する方法と同じ方法で形成できる。副流路面も主流路面と同
様に対溶湯面ほどの精度を必要としない。熱媒体の流路は主型部の凹部に固定部を装着し
接合等で一体化する事により形成される。この流路に熱媒体を流すことにより流路の主流
路面と副流路面の間に熱媒体が流れ、主流路面から対溶湯面に熱媒体の温度が伝達され、
対溶湯面が調温される。
【００１６】
　上記課題を解決するための本発明の調温型のチルベント通路は、本体部と相手部材とが
組み合わされて形成され、チルベント通路の形状は通路方向に波形に延び、その厚さが０
．７ｍｍ以上３ｍｍ以下とすることができる。本発明の調温型の本体部の対溶湯面は波形
であり、相手部材の対溶湯面も波形に延びており、互いの凹凸の凹部分に凸部分が対向す
るように組み合わさることでチルベント通路が形成される。相手部材には例えば、本体部
とは別の本体部とすることができる。チルベント通路には、金型のキャビティ内のガスが
排出され、継いで未凝固溶湯が流れ込む。本発明のチルベント通路の厚さが０．７mm以上
３ｍｍ以内と厚いため、キャビティ内のガスが抜きやすくキャビティ内にガスが残りにく
いため製品に巣ができにくい。そして、チルベント通路内のガスを押し出すように流れ込
んでくる未凝固溶湯は、流路を流れる熱媒体によって速やかに凝固されるため、チルベン
ト通路から溶湯が吹き出しにくい。流路は、チルベント通路に沿って形成されることによ
り、よりチルベント通路内の未凝固溶湯を効率良く凝固させることができる。
【００１７】
　上記課題を解決するための本発明の調温型のチルベント通路の波形の振幅は１０ｍｍ以
上３０ｍｍ以下とすることができる。この振幅が大きいとチルベント区画面を広くするこ
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とができるため、チルベント通路内を通過する未凝固溶湯を広い面で調温することができ
る。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明の調温型は、広い主流路面に熱媒体が接触するために対溶湯面をより確実に調温
できる。対溶湯面は、キャビティの一部を区画する型面、分流通路の一部を区画する分流
区画面あるいはチルベント通路の一部を区画するチルベント区画面とすることができ、そ
れぞれは型を製造する方法をそのまま採用して製造ることができる。
【００１９】
　本発明の調温型の補強部は、型部分を薄く形成することによって変形しやすい対溶湯面
の変形を阻止することができる。
【００２０】
　本発明の調温型のチルベント通路は、厚さ（幅）が０．７ｍｍ以上３ｍｍ以下と従来よ
りかなり厚くすることができる。これにより、キャビティ内のガスがチルベント通路へ排
出されやすくなるため、製品に巣ができにくい。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　（実施例１）
　本発明の調温型の実施例１であるアルミダイキャスト金型の分流子を図１～図４に示す
。ここで分流子とはダイキャスト金型を構成する可動型に組み込まれる金型部分で、鋳込
口（図示せず）から鋳込まれるアルミニウム溶湯が突き当たり複数のランナーに溶湯を分
離する部分である。本実施例１の分流子の分流区画面側から見た図を図１に、その背向面
側から見た図を図２に示す。図３は、固定型部２を取り外した型本体部１の裏側（分流区
画面と背向する側）から見た図であり、図４は、図３に示すＡ－Ａ矢視断面図である。
【００２２】
　本実施例１の分流子は、図４に示すように熱間工具鋼で作られた本体部１と固定部２と
からなる。この分流子は、本体部１の分流区画面１１の背向側（裏側）に設けられた凹部
１０に固定部２を嵌装し、溶接して一体化したものである。
【００２３】
　本体部１は図１及び図４より明らかなように背向側が円形で分流区画面１１側が、図１
上、上方が欠けた円錐台となり、欠けた部分が斜面状となっている。分流区画面１１は頂
部に当たる欠けた円形部分１１１と傾斜面１１２とからなっている。本体部１の背向側は
開口部が図３に示す奴形状で図３の下方部分が深い穴となり上方部が斜め状の穴となって
いる。この凹部１０を区画する最深部の底面１２１と傾斜面１２２で主流路面１２を構成
している。この主流路面１２には補強部とガイド壁とを兼ねる多数の突壁１３が形成され
ている。これら突壁１３は図３に符号Ｂで示す部分から符号Ｃで示す部分に冷却水をガイ
ドするように、ＢからＣに間隔を隔てて延びている。また、突壁１３の頂部は図４に示す
ように固定部２の副流路面２１に当接する高さとなっている。また、図４から明らかなよ
うに、本体部１の主流路面１２は分流区画面１１と互いに背向する関係にあり、主流路面
１２は分流区画面１１の延びる方向に広がり、主流路面１２と分流区画面１１との間隙（
型部分の厚さ）はほぼ一定となっている。
【００２４】
　固定部２は図２にその裏側面、図４にその断面図を示すように、裏側面はやっこ形状の
平面で構成され、中央部に冷却水の導入孔２２、導出孔２３が開口している。副流路面２
１側は、本体部１の凹部１２とほぼ型対象の突部となっている。導入孔２２及び導出孔２
３の他端はそれぞれ副流路面２１に開口している。この固定部２は本体部１の凹部１２に
嵌装され、裏側面で溶接されて一体化される。副流路面２１は主流路面１２の突壁１３の
頂部に当接した状態となっている。本体部１の主流路面１２と固定部２の副流路面２１と
の間に間隙がほぼ等しい空間が形成され、この空間が冷却水の流路３となる。また、固定
部２の導入孔２２は主流路面の図３に示す符号Ｂで示す流路３の部分に開口し、導出孔２
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３は符号Ｃで示す流路の部分に開口する。
【００２５】
　本実施例１の分流子は上記した構成のものである。この分流子はダイキャスト金型に組
み込まれて使用され、鋳込口（図示せず）から鋳込まれるアルミニウム溶湯を図１の２点
破線で示す４本のランナーに溶湯を分離する働きをする。そして、導入孔２２から冷却水
が導入され流路３に流れ込み導出孔２３より排水される。冷却水は流路３を流れる間に本
体部１の主流路面１２と接触し、本体部１を冷却する。冷却水の冷熱は主流路面１２から
分流区画面１１に伝達され、分流区画面１１で区画される分流部分のアルミニウム溶湯を
効果的に冷却して短時間にアルミニウム溶湯を凝固させる。
【００２６】
　本実施例１の分流子では、流路３の主流路面１２が分流区画面１１に沿って延びている
ため、主流路面１２が広い。このため分流子の本体部１がより効率的に冷却され冷却速度
が速くなる。分流区画面１１と主流路面１２との間隙がほぼ一定であるため分流区画面１
１が均一に冷却される。流路３は多数の突壁１３を持ち、突壁で冷却水が案内されるため
に流路３の一部に冷却水の淀みが生じにくく、冷却水がスムースに流れ、冷却効果を高め
る。また、分流区画面１１に鋳込口から送られる高圧のアルミニウム溶湯が当たり、分流
区画面１１を高圧で押しつけることになる。高い押圧力は、突壁１３を介して固定部２に
より受け止められるため分流区画面１１が変形する等の不都合は発生しない。
【００２７】
　（実施例２）
　本発明の調温型の実施例２であるアルミダイキャスト金型のチルベントを図５～６に示
す。このチルベントはダイキャスト金型とは別に構成され、ダイキャスト金型に組み込ま
れる。チルベントは、キャビティ内に残留するガスをキャビティ外に排出するとともに、
その後に続くアルミニウム溶湯を冷却して凝固させ、ダイキャスト金型の外にアルミニウ
ム溶湯が漏れ出さないようにするためのものである。本実施例２のチルベントの断面図を
図５に、チルベントの構成を図６に示す。
【００２８】
　本実施例２のチルベントは、図５及び図６に示すように第１本体部４と第１固定部５と
、第２本体部６と第２固定部７と、からなる。このチルベントは、第１本体部４と第２本
体部６とが第１チルベント区画面４１と第２チルベント区画面６２とで対向し、第１固定
部５と第２固定部７とが本体部が対向する面の背面にそれぞれ第１本体部４と第２本体部
６とに嵌合して一体化したものである。
【００２９】
　第１本体部４は、アルミニウム溶湯に接する第１チルベント区画面４１が溶湯が流れる
方向に波形に延びて形成されている。波の振幅は３０ｍｍである。第１固定部４が嵌合さ
れる背面側の第１主流路面４は第１チルベント区画面４１と平行に形成され、第１チルベ
ント区画面４１と第１主流路面４２との間隔（型部分の厚さ）はほぼ一定の３ｍｍとなっ
ている。第２本体部６も同様に、第２チルベント区画面６１と第２主流路面６２とが形成
され、その間隔もほぼ一定の３ｍｍである。本実施例２のチルベントのチルベント通路８
は、第１本体部４の第１チルベント区画面４１と第２本体部６の第２チルベント区画面６
１とが３ｍｍの間隔（厚さ）で対向して組み合わさって形成される。チルベント通路８の
厚さが３ｍｍで、振幅方向に対して垂直な方向のチルベント通路８の幅は８０ｍｍである
。この幅はキャビティ（図示せず）内の容量に応じて広げたり狭めたりすることができる
。
【００３０】
　第１固定部５は、第１本体部４の背面つまり第１主流路面４２側に嵌合し、第１主流路
面４２と平行に第１固定部５の第１副流路面５１が形成される。第１主流路面４２と第１
副流路面５１との間を冷却水が流れる流路９となり、冷却水の第１導入孔５２及び第１導
出孔（図示せず）が第１副流路面５１に開口している。第１導入孔５２及び第２導出孔の
他端が第１固定部５の背面（第１副流路面５１の反対側）に開口している。第２固定部６
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も同様に、第２副流路面７１が第２本体部の第２主流路面と平行に形成され、第２主流路
面６２と第２副流路面７１との間を冷却水が流れる流路９となる。第２導入孔７２及び第
２導出孔７３が第２副流路面７１に開口し、他端が第２固定部７の背面（第２副流路面７
１の反対側）に開口している。
【００３１】
　本実施例２のチルベントは上記した構成のものである。このチルベントはダイキャスト
金型に組み込まれて使用され、アルミニウム溶湯がキャビティ（図示せず）に鋳込まれる
際、キャビティ内に残留しているガスを排出する働きをする。よって、チルベント通路８
には、キャビティ内の残留ガスとガスに続いてアルミニウム溶湯が流れ込む。チルベント
は、チルベント通路８内のアルミニウム溶湯を冷却凝固して、チルベント通路からアルミ
ニウム溶湯が吹き出すのを防ぐ。チルベント通路８内のアルミニウム溶湯を冷却凝固する
ために、第１導入孔５２及び第２導入孔７２から冷却水が導入され流路９に流れ込み第１
導出孔及び第２導出孔７３より排水される。冷却水は流路９を流れる間に第１本体部４の
第１主流路面４２及び第２本体部６の第２主流路面６２と接触し、それぞれ本体部を冷却
する。冷却水の冷熱は第１主流路面４２から第１本体部４の第１チルベント区画面４１及
び第２主流路面６２から第２本体部６の第２チルベント区画面６１に伝達され、チルベン
ト通路８内のアルミニウム溶湯を効果的に冷却して短時間でアルミニウム溶湯を凝固させ
る。
【００３２】
　本実施例２のチルベントでは、チルベント通路８の厚さが３ｍｍと従来よりかなり厚い
。これにより、キャビティ内のガスがチルベント通路に速やかに排出されやすい。一般的
にはチルベント通路の厚さが厚いと、キャビティ内のガスを抜き易いが、ガスに続いて流
れ込んでくるアルミニウム溶湯が凝固しにくくなる。しかし、本実施例２のチルベントは
、流路９の主流路面４２、６２がチルベント区画面４１、６１に沿って延びているため、
流路９の熱媒体によってチルベント通路内のアルミニウム溶湯が効率良く冷却される。ま
た、チルベント通路８の振幅が３０ｍｍと大きいため、チルベント区画面４１、６１の面
積が広く、チルベント通路８内のアルミニウム溶湯を広い面積で冷却することができる。
そして、チルベント区画面４１、６１や主流路面４２、６２の面積も広く確保でき、熱媒
体の熱を効率よく伝達することができるため、本体部４、６の型部分の厚さを厚く形成す
ることができる。これにより、チルベント通路８に流れ込む高圧のアルミニウム溶湯がチ
ルベント区画面４１、６１を高圧で押しつけたとしても変形する等の不都合が発生しにく
く、チルベントの耐久性が向上する。
【００３３】
　以上、本発明の好適な実施例について説明した。本実施例の分流子及びチルベントはそ
れぞれ、キャビティの容量に合わせて幾つかのサイズを用意しておき、キャビティに合わ
せて適当なサイズを組み込むことができる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本実施例１のアルミニウムダイキャスト金型の分流子の分流区画面側から見た図
である。
【図２】図１と同じ分流子の分流区画面と背向する裏側面から見た図である。
【図３】図１と同じ分流子を構成する本体部の裏側面から見た図である。
【図４】図１と同じ分流子の断面図である。
【図５】本実施例２のアルミニウムダイキャスト金型のチルベントの断面図である。
【図６】本実施例２のアルミニウムダイキャスト金型のチルベントの構成図である。
【符号の説明】
【００３５】
　　１：本体部　　　　　２：固定部　　　　　３：流路　　　　１０：凹部
　１１：分流区画面　　１２：主流路面　　１３：突壁　　　２１：副流路面
　２２：導入孔　　　　２３：導出孔　　　　　４：第１本体部
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　　５：第１固定部　　　６：第２本体部　　　７：第２固定部
　　８：チルベント通路　９：流路　　　　　４１：第１チルベント区画面
　４２：第１主流路面　５１：第１副流路面　５２：導入孔
　６１：第２チルベント区画面　　　　　　　６２：第２主流路面
　７１：第２副流路面　７２：第２導入孔　　７３：第２導出孔

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】
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